
万 国 郵 便 大 会 議
全加盟国で構成

【ＵＰＵの最高意思決定機関】

諮問委員会

利用者・関連事業者
も含めて構成

国際事務局（ＵＰＵ本部）
・本部：ベルン
・職員：約２５０名（うち邦人職員２名）
・事務局長、次長が選挙職

活動に
参加

活動に
参加

・第１～第４委員会

・ タスクフォース等

管理理事会（ＣＡ）

理事国４１か国で構成

【大会議から大会議までの間における

ＵＰＵ事業の継続を確保するための常設機関】

郵便業務理事会（ＰＯＣ）

理事国４０か国で構成

【郵便業務、郵便金融業務等の技術上・業務上・経済上等の

諸問題を共同して研究するための常設機関】

ＵＰＵの構造

 １９５７年以降、継続して郵便業務理事会の理事国。

 最大分担金（５０単位、約２億５千万円）を負担する４大国（日・米・英・仏）の一角（中国は第７位）。

 目時政彦日本郵便株式会社常務執行役員は、２０１２年からＰＯＣ議長を務めている。

 東日本大震災の経験を生かしたＵＰＵの災害対策プロジェクト等の活動支援のため、分担金とは別にJapan Fundとして年間約２億５千万円を拠出。

万国郵便連合（ＵＰＵ）の概要
① 万国郵便連合（ＵＰＵ）は、郵便業務の効果的運営によって諸国民の通信連絡を増進し、文化、社会
及び経済の分野における国際協力に寄与することを目的として１８７４年に設立。１９４８年から国連の専
門機関。近年、電子商取引を支える国際物流のルール形成機関としての役割への期待が高まっている。

② 現在、１９２カ国・地域が加盟（日本は１８７７年に加盟）。
③ 原則４年に一度、万国郵便大会議（ＵＰＵの最高意思決定機関）を開催し、事務局長選挙を実施。今次
大会議（第２７回）はアビジャン（コートジボワール）で開催。

・第１～第５委員会

・ タスクフォース等

活動に
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※ 世界１７箇所に地域の国際郵便機関があり、
ＵＰＵと緊密に連携

日本の貢献


